
R5.4.11定例記者会見資料【総合政策課】 

ふるさと納税新コース「栃木の桜守り人事業」の設定について 

 

 

１ 新コース設定の目的 

   本市の桜については、老木化が進み樹勢が衰えてきていること、また、クビア

カツヤカミキリによる食害が進んでおり、このままでは本市の桜の景観を維持で

きない事態が想定される。 

 そうした事態とならないよう、桜の植替え等を実施していく必要があるが、こ

れに要する費用を確保していくため、ふるさと納税制度を活用し広く寄附を募っ

ていくもの。 

 

２ 新コースの運用開始時期 

   令和 5年 5月下旬を予定。 

 

３ 目標金額 

   3,500万円 

 

４ ふるさと納税の活用方法 

   老木化し樹勢が衰えている桜の木の植替え、及び、クビアカツヤカミキリの 

被害を受けている市所管の桜の木の順次植替えに要する費用。 

※具体的な植替え計画については、クビアカツヤカミキリへの対策を含め、 

今後検討。 

 

５ その他 

   ふるさと納税以外にも一般寄附の受付を実施。ふるさと納税の各サイトへの

掲載だけではなく、チラシ作成、市SNS等による情報発信に努め、幅広く寄附を

呼びかける。 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】 総合政策部 総合政策課 

担当:大塚 ℡:0282-21-2144 


